
書式第 12'ナ (法第 28条関係 )

令和 2年度 事 業 報 告 書

(令和 2年 5月 1日 から令和 3年 4月 30日 まで)

特定非営利活動法人 ブループラネット・ソサエテ イ

1 事業の成果
本年度は SDG s+ESGをテーマにSDGs推 進協議会を発足し、定期的に顔をあわせ、研究会をし
た。国連で採択された 2015年からのSDGsが 、ようやく日本で初にはいった感あり、この機運にのり、
SDGsと は何か '何をすればいいのか' リーダーはどのように指導していけばいいのかを協議する
場を作った。

理解を深め、課題を探すという成長の過程を歩んだ 1年であった。そういう意味で当会の関係者にとっ

て『環境教育』が、子供から大人まで参加できるようになったいい年となった。国や世界の動きに視点が

拡大し変化し環境問題を、『SDGs』 のキーワー ドもよく聞く機会が増え、個から他の人や企業や、世代

間をこえて、討論することが可能となり、生活の中でも実感がともなってきた。 特に、監査査法人の S
DGsコ ンサルタントや、日本の環境 (海、森)、 エネルギーの卓越した学識、有識者に参加いただいた
ことで、議論が盛り上がり出席者会員の事業の推進とリーダーシップヘの自信がついた。つまリフォー

ラム開催や小さい会議は知識の増加と目標の設定方法を、各自が探る場となり、当団体は貢献できたと

思う。

大阪財界の方々が、SDG sを掲げる別団体としてスター トした。当方の環境に関する経験とアイディア・

コンサルティングが受け入れられ誕生した。これは SDG sの 中で、医療・介護の分野が主である。地

域は関西だが東西で互いに協力し刺激となることが今後期待される。 若手とのコラボレーション
AWA:RD事業については立案のみで今後に期待し譲る。 日本文化については奈良薬師寺長老の助けもあ
り、児童を指導できる資格授与の写経教室を試み資格を授与。社会の中、生活の中で、歴史・文化的要素

のある会合を開催できたことが良き成果である。人の心をゆたかにさせ、おだやかな、静かなひと時を提

供でき、更に、日本的な自然と人の関係、他とのかかわり、社会へのかかわり方という個と他者とのコミ

ュニケーションの原点への気づき効果となった。次年度は、さらなる個々の活躍と成長の年になるよう

心掛けたい。SDG sは 17の ゴールを提案しているが、社会に生きる者として、これらの課題は 【地球】

という大きな課題であるので、他のグループとのパートナ~シ ンプが本来欠かせない。具体的な方向性

を模索したい。3から5年後には外国人とも共感の場を持ち、よリグローバルに向けて発展できるような

社会貢献事業を行いたいと願う。

2 事業の実施に関する事項  ′
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 】千円)

事 業 報 告 用

11時 場所
従事者
人数

:レ イト
対象什
範 1川

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

1)地球の海と森の環

境保全・改善事業

第 9回 国連水
イザー

を囲んでについて

12月 16日 東京会館 10人 ″〃〃″、

所属企業
300名
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1)地球の海と森の環

境保全・改善事業

2)日 本歴史・文化・伝

統芸術・海や山の

スポーツ体験環境

事業 5)江 戸文
化

4)地域の環境都市の

広報活動事業

B)地域医療・介護・

福祉

7)指導者育成事業・未

来世代育成事業

7)指導者育成事業・未

来世代育成事業

と 2)日 本歴史・文化・

伝統芸術・海や山のスポー

ツ体験環境事業

7)指導者育成事業・未

来世代育成事業

3)日本歴史・文化・伝

統芸術 。海や山の

スポーツ体験環境

事業

8)国内外の環境・視察

研修・交流事業

第 5回定例会議
SDCS・ 1電 :文文イヒ

第 6回定例会議
SDGs推進

薬師寺 塗り絵
・いろは写経の講師資

格授与事業

コ
味
読
三
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本
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線

神奈川県未来医療セ

ンター

介護施設クロスハー

ト

ファーム船橋 農業
プロジェクト

農業次世代 若手派
遣 と 楽 しむ農業の
シエア世代派遣

第 7回定例会議
+ の鼓

第 8回定例会議
+  
ヴァイオリン

第 1回 、第 2回、第 3
回、第 4回 定例会議
コアメンバー会議

よ
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催
狂
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流
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員
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の
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体験山・海事

業

里山ガーデ ィエング

の研修

8月 20日

9月 10日

8月 10日

6月 19日

4月 20日

2月 25日

7月 ～4月

10月 15日

11月 11日

5月 4日

6月 16日

7月 20日

6/10,6/16

6/1

6月 27日

10月 3011

衆議 院議

員 会 館

同上

原宿教室
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360名
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50名

200名

150名
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#3 SDGs +ESG (志
AWARD)褒章事業
並びに広報活動

10月 31

日

3月 91」

1/26 、

2/12 ,

3/1  ,

3/25

4/9

ル
　
エス

テ

　
ラ

ホ
　
ク

都

ル

東

テ
　
ラ

ホ
　
ク

京

南 青 山

7丁 目

会議室

1名

3名

10

名

出席者

出席者

出席者

18名

30名

10名

30

10

合計

736

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)
足款 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

5乏:ヱi
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千
円)

③海・環境に関わる各

種情報の収集 (及び販

売はなし)

他団体の会議に参

加 し、情報の収集、

パ ー ト ナ ー の

NPOJMCAの 医療介護

の名刺や冊子の配

布・ロコミPR

同じく当社を含み

SDC sに ついて語る

1埴時 他所会議

参加の折

6名 企業

地域

30名 0

|



5) 環境問題を主体
とす る宣伝広報の企

画・実施

ブループラネ ッ ト

アワー ドの立案 と企

画打ち合わせ

11月 、 12

月、4月

6月 .

日本橋

丸の内

有楽町

6名 関係 団

体

100名 0

⑦産業に関する新技術

及び新商品に関する情

報の売買並びに斡旋

フォーラム開催に

あた り森林伐採地

測定の AI,ロ ボット

企業を紹介他、農業

関与 している企業

を紹介し、進化発展

を期待す るプ レゼ

ン事業、

新橋

ニ ュー新

橋ビル

各会議

開催

6名

長野

千葉県

森林 所

持者

他

100

名

0



書式第 】4号 (法第 28条関係 )

令和 2年度 活動計算書 (その他事業がある場
特定非営利活ブルプ ンリエフ・

事 業 報 告 用

早位 :円

il目
特定非営利活動に候る事業

金  額  小計・合計
そのlL事業

金  頷  ′1ヽ計・合計
合 計

貢 収  査

10000円 X30人
費

責

会

会

政

取

そ

受

員

員

会

会

助

正

賛

晏会取受 1     360 000

2 曼取署附金
受取奇附金

磨設等■人評価益

0

3受取助咸
観補助↑

1)地津の海 と森の環,R全 ・改善事業
"回1)地 罐の海 と森の環境保全・改善す案 第5同  昴61,1

2)日 ,本歴史・文化・仏

“

芸術・や海や山のメボヽツ体験環境檬齋事案

桑

“

,γ籠静

“

育成事業
4)地 域の環境都市の広報事業 8地域医療・介Ⅲ 福1}
神奈川県スマート医療 .介談菫設横浜市タロス′ヽ― ト

7)●導
`育
成事業・米来世代育成事業

●2)日本歴史・文化・伝検芸卜 にや山のスポーツ倅攣口塊軟
"事

業
7)指 導
=育
成事業・本来世代育成事業 専門家コアメン′←―会議

ブループラネントの 〔地ネシステム[嶺なの説明と20お年に,|けて亀●
第 I 第 2.■ 3.第 4
8)国内外の農境掟無・

=修
・交流事業  薬山市 (湘 南)の による

児童の見外体験教育 .海 の教育を視察    な名

ll])同 目的を持つ他出体^の支硬事実

O キックォフ会4闇籠 於ォータ,ォテ″京●
②志 Aw,,`の 立奏・定例企画会議主宰  11月 ～り1之
◎東日本晨災祈念

`輿
 
"実

姜  (断 テルォーク,■

6)環 癸11層 を主体と,る ■
`_広

報の企画 ‐実施

ブループラネット アワー ドの立案 と企画会議開催
8)新 技術・新商卜 ■1:1材 の売買並びに僣壌
(‖ 森林伐掟田κ●のPR 技術者^の プ レゼン場 "■ )

査  計

給料手当
役員報副
退職綺付費用
福利厚■贅

そのイしの収益
1)SD,sの広報

“

来

516000

1  1

SOS OOO

・1,t費用

過年度損益

`1_益

) そ

会議費
旅費交通費
施設年評価費用

減価償却費

印,1製本費
テキス ト代
師費用・ アーティス |

後員報翻

給料手当

退職給付費用

福利厚4_費

消耗品費
水道光熱資
通信運搬費
地 Fヽ家賃
旅☆交通費
減価債却☆

当  期 常 増 減 額
11 000

固定資之売却11
災告損失

過年度損益は 1_お 1

【C】 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計

【D】 糧 _■_2ヒ _員 用

経  常
外 増 減

籍

当 期 正 味 財 産 増 減 額 C)+② +0卜 ・‐0

繰 越 工 味 財 産 額
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書式第 15号 (法第 28条関係)

令和2年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

現金預金
現金預金 三菱東京UFJ 広尾
現金預金 三井住友 丸の内

|

0

37,842
162

産 Э 38.004
2

2 産

の

(1 ) 形 固

(3) その

形固定

車両運搬具

什器備品

敷金
長期貸付金

ソフ トウェア

借地権

A の

【A】 資 産 合 計 ①十②

の

+

1

2

8△
ロ

768 008

計

768 008

B-1

流動負

未払金

預 り金

長期借入金
退職給付引当金

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】
|

B-2

|に |

-1,424, 135

11

-1,482,124

の正

|り
|

768,0881

|

「

~~~層

『

~~~~T~~ 
′
Iヽ1]可
~~~

「

~頂T竃
目           `



書式第 15'ナ (法第 28条関係 )

令和2年度 貸借対照表 (その他の事業部門)

令和 3年   4月  30日 現在

特定非営利活動法人ブループラネット・ソサエティ

(単位 :円 )

金 額

I 資産の部

2 固定資産
(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

流 動 負 債 合

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

■
―

■

ロ

1占 | 定

イ責

負  債 計

負
´

計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期 ]「味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

科

1 流動資産
現金預金 三菱東京UFJ 広尾
現金預金 三井住友 丸の内
現金

流 動 資 産 合 計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

資産の部

1 流動資産
現金預金

手元現金

銀行普通預金

現金

未収入金

事業未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

土地

建物

車両運搬具

(2有形固定資産計

(3無形固定資産計

敷金

固 投資その他の資産計
資  産  合  計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

事務用品購入代

事務委託料

・経費 (交通費、備品、通信費、会議室費)

宴会会議代

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

銀行借入金

令和2年度 財産目録  非営利部門

令和3年4月 30日 現在

特定非営利活動法人ブループラネット・ソサエティ

(単位 :円 )

三菱東京UFJ
三井住友 丸の内

‐人ヒ

債

味

計

産

負 債 ′́ヽ

負

Ｔ

合

財

科 金 額

37,842

162

38,004

合計

38,004

38,004

768,000

768,000

729,994

1占 | 計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和2年度  財産目録   (その他の事業 )
令和3年 4月 現在

特定非営利活動法人ブループラネット・ソサエティ
"

(単位 i円 )

千:| 金 れi

資産の部

1 流動資産
現金預金

手元現金

銀行普通預金 三菱東京UFJ
未収金

事業未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

土地

建物

車両運搬具

広 尾

有形固定資産言|

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産計

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

事務用品購入代

流 動 負 債

2 固定負債
長期借入金

lil・

銀行借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産



書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和2年度 年間役員名簿

令和 2年 5月   1日 から  令和 3年  4月  30日 まで

特定非営利活動法人ブループラネット・ソサエティ

役  名 氏    名 就任期間 報酬を受けた

期  間

II11'「長 平川 貴子
f,不口24■ 5り 1111

～令和 3年 4月 30H

無令和2年年5月 1日

～令和 3年 4月 30日

1‖ 11: ウイリアムス和栄

令和2年 5月 1日

～令和 3年 4月 30日
目

無令和2年年5月 1日

～令和 3年 4月 30日

」|||li 杉口 真志
令和2年 5月 111

～令和 3年 4月 3011

無令和2年年 5月 1日

～令和 3年4月 30日

ill,1: 清水 博

令和2年 5月 1日

～令和 3年4月 30日

無令和2年年5月 1日

～令和 3年4月 30H

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 11

年 月 11

年 り| ||

年 月 日

年 月 日

年 月 |ヨ

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年  月  日

年 月 ||

年 月 日

年 月 日

年 サ| ||

年 月 H

年 月 日

年 月 日

年 月 ||
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書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
令和3年 4月  30日 現在

特定非営利活動法人ブループラネット・ソサエティ
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